
イタリアの動物相は約
57,500種で構成され、
そのうち約54,400種の
無脊椎動物と1,255種
の脊椎動物となってい
ます。

イタリアの植物相
は、6,711種の高等植物
（または葉を有する植
物）、1,097種のコケ、
および2,145種の地衣類
が含まれています。

イタリア半島の中で、
ラツィオ州はイタリア
最大の生物多様性を有
する州のひとつです。

現に約30,000種の動物
と3,500種の植物が登
録された50％以上の国
有財産を保有していま
す。
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ラツィオ州における環
境保護システム

自然公園と保護区域

Marrone



ラツィオ州は立法上または行政
上、州立または国立によって設立
された3つの国立公園と91の保護
地域と関係があります。州の13％
以上に相当する約240,000ヘクタ
ールに及ぶ、2つの海洋地域を含
む自然保護地域や自然遺跡は、種
類によって分割されています。

州の自然公園は15箇所あり、豊か
な歴史的、文化的遺産を保護し、
伝統的な農業、林業や工芸活動の
永続性を助けています。

したがって環境遺産は、景観、考
古学や生物多様性から成り立って
います。 
これらは神話、伝説、地方の民俗
と複雑に織りなされている素晴ら
しい歴史的伝統の領土です。

積み重なれた古代遺産は、数千年
に渡って住んでいた人々とその場
所との歴史の総合です。

そのため、すべての社会的プロセ
スにおける自然の質と包括性に関
する政策を試みていかなければい
けません。

環境と生態学関係の保護は、教
育、再生や補償のような明確な目
的となる以上に、特に大都市の住
民にとっては発展を促す貴重な機
会にもなります。
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